
第671号       “ み の り ”      2025（令和7）年2月1日 発行 

 - 1 - 

みみ  のの  りり みみ  のの  りり 
 

みみ  のの  りり みみ のの りり  

 
 

この方の行は 
水や火の行ではない 
家業の業ぞ 

 
何かと多忙な１月が過ぎ、早く

も２月となりました。寒修行では、

いかがお過ごしでしたでしょうか。 

教会のお結界から表の通りを眺めています

と、いろんな人が通り過ぎていきます。リハビ

リに励んでおられるご夫婦、犬を散歩させてい

る人、もう数十年もランニングに励んでいる人、

同様に何年も道のゴミ拾いをされている男性、

そういう人たちの中に、最近女性でゴミ拾いを

されている人を見受けるようになりました。 

私自身を顧みて気づかされたことは、朝夕の

ご祈念を欠かすことはないのですが、寒修行中、

それだけでよいのかと。私も身近なところから

ゴミを拾い、改まらせて頂こうと神様にお願い

し、始めました。そうすることが、今から 30

年前のことを思い出させてくれました。 

阪神淡路大震災が起きたのは1月 17日早朝、

5時 46 分。当時、私は金光八尾中学校１年の担

任をしており、信州でのスキー合宿を終えてバ

スが学校に到着した時のことでした。止まって

いるバスがひどく揺れるものですから、誰かい

たずらをしているのかと思いました。荷物を校

舎内に運んだ時、玄関前のフロアーに物が散乱

していて、テレビの放送を見た先生から地震だ

ったことを知りました。大阪は被害も少なく、

最寄りの近鉄線も動いており、生徒たちは普段

通りに帰りました。 

私にとってスキーは初めての体験で、成長期

にある子供たちほどの体力もなく、生徒指導上

でも心身のストレスが大きく、心身を鍛える必

要を切実に感じました。空き時間にいつもグラ

ウンドを走っている先生がいて、私も朝一番に

学校に行って、30 分ほどランニングをしようと

決心し、始めました。 

その頃だった思いますが、イエ

ローハットの創始者である鍵山

秀三郎著作の『凡事徹底』という

本を教えて頂き、感銘深く読ませ

て頂きました。そこでランニング

の後、汗が引くまで 30 分ほどは

ゴミ拾いをしようと決め、以後 3年間はランニ

ングとゴミ拾いを毎日欠かさず行い、教会の新

築移転ができるまで何とか教員生活を続ける

ことができました。 

私なりの理解では、『凡事』とは後片づけ、

整理整頓、掃除であり、『徹底』とは毎日続け

ることだと思います。体を動かし掃除を続ける

ことで健康増進が図られ、多少ともお役に立つ

ことができ、それが人への信用ともなる。鍵山

秀三郎氏はカー用品やカーアクセサリーなど

の品物の行商から始められ、得意先の靴をそろ

えたり、トイレ掃除していくうちにだんだんに

信用を得ていかれ、販路が広がり、店をもたれ

るようになります。やがてそれがイエローハッ

トというチェーン店拡大の大きな働きをし、そ

の後、経営の第一線から離れても、NPO 法人『日

本を美しくする会」を主宰され、公園のトイレ

掃除などを通して、生き方を学び、伝えようと

され、世に貢献されています。 

お道にあって、教主金光様は日々に人の助か

りを祈念し、本部広前にて「神と人あいよかけ

よで立ち行く」取次の御用にご専念下さり、「恩

を知り、恩に報いる」信心生活を御教えくださ

っています。 

すべてにお世話になり、生かされていること

を和らぎ、よろこぶ心で受けとめ、身に起こり

くる出来事から気づき、改まりし、なすべき御

用に辛抱強く努め、世のお役に立っていくこと

が「家業の業」ともなり、身代、人間、達者が

揃い、おかげを受けていく道だと信じます。

共々に宜しくお願い申し上げます。（教会長） 
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多くのご縁が紡ぐ人生 
（金光新聞 2024 年 12 月 25 日発行より抜粋） 

 

命の次に大切なのは 

ある日の午後、私は教会のご用の合間にホッ

トコーヒーでひと息つこうと、居間に行きまし

た。何げなくテレビをつけると、映し出された

のは、東日本大震災で被災したお寺の住職が法

話をしている様子でした。震災当時の生々しい

話もあり、引きつけられるように聞き入ってい

ると、住職が「あなたにとって、命の次に大切

なものは何ですか？」という問いを、画面越し

にこちらへと投げ掛けてきたのです。思いがけ

ない問いに、私はコーヒーを飲むのも忘れて、

「自分にとって命の次に大切なもの…何だろ

う」と思いを巡らせました。 

家族、健康、はたまたお金…。さまざまなも

のを思い浮かべてみたものの、どれもいまひと

つしっくりときません。 

しばらく考え込んでいると、その住職は「私

は、命の次に大切なものは『時間』だと捉えて

います」と言いました。思いもしなかった「時

間」の持つ意味合いについて考え始め、金光大

神様のみ教えである「時節に任せよ」やことわ

ざの「時は金なり」なども脳裏をかすめて、「確

かに時間は大切だ」と感じ入り、この住職の言

葉が時々によみがえってきました。 

 

お道のご縁あっての 

しかし、しばらくたったある日、「確かに『時

間』は大切だけれど、果たして私にとって 2番

目に大切なものかな？」という問いが、ふつふ

つと沸き上がり、これまでの人生を振り返りな

がら再び考えを巡らせました。すると、いろい

ろな人の顔が浮かんできました。つらい時に寄

り添ってくれた人、社会の厳しさを教えてくれ

た人、こんなふうになりたいと憧れて、頑張る

原動力をくれた人…。「そうか、私にとって命の

次に大切なものは『ご縁』かもしれない」と思

い至りました。 

まもなく還暦を迎える私ですが、人生の折々

に行き詰まりや苦労、悲しみを経験する中でも、

金光教の信心によって道がついてきたという思

いがあります。私は金光教の教会で生まれ育ち、

両親を通して金光教の教えと出合い、お道の先

輩や友人たちとの出会いを通して、お育て頂き

ました。教祖様からつながっているこの道のご

縁あってこその今なのです。さらには、妻・子

どもをはじめご近所さんや趣味の仲間、ペット

など、私の生活は多くのご縁に支えられている

と感じています。 

 

私の命を生かすもの 

ご縁は、自分でつくろうとしてつくれるもの

ではないでしょう。神様から差し向けられ、神

様から頂いたご縁として受け止めて、今日の私

が形づくられてきました。人生は、多くの人や

事柄との関わり合いの中で紡がれるもの。ここ

からも、時に予想だにしない場面に直面するこ

ともあると思いますが、いつも信心を生活の中

心に、生かされている命と神様から頂くご縁を

大切にしたいと願っています。 

あの住職の問いをきっかけに、自分にとって

大切なものを考える中で思い浮かんだものは、

私の命を生かし、生活を支えてくれている、お

世話になっているものであると気付きました。

テレビを通してですが、住職との出会いも、神

様から差し向けられたご縁でしょう。 

住職からの問いに対して答えを明確にするこ

とよりも、お世話になっているものに目を向け

られたこと、そして、それらに対して改めてあ

りがたい思いになれたことが、私にとって有意

義な時間となりました。 

「あなたにとって、 

命の次に大切なものは 

何ですか？」 
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痛いのが治ったのでありがたいのではない 

いつもまめながありがたいのぞ 

（金光教祖御理解 46） 

   

 お年寄りの方で、よく「足が痛うてかないま

せん」とか、「腰が痛うて困ります」と、口癖の

ように言う人がいます。「持病ですから」とあき

らめている人もいますが、最初から悪かったわ

けではないはずですね。痛いということはとて

も辛いことですが、それでも、これまで使わせ

て頂いた足や腰へのいたわりの心をもち、痛い

ところにお礼を申すような、心にならせてもら

いたいものです。 

 

 私も中学生の頃、腎臓

を悪くし、二か月の入院

生活を含め、長期の自宅

養生をしました。その時

は学校にも行けず、一生懸命していたクラブ活

動にも参加できず、辛かったことを今でも思い

出します。しかし、そのおかげで、風邪を引き

ながらもクラブ活動を続けるなど、相当自分の

体を痛め、粗末にしていたことに気付かされま

した。普段の元気な学生生活が、どれほど有り

難かったか、身にしみて分からせられました。 

 健康な時は、自分の体の調子に耳を傾けるこ

とは、余りしませんが、自分の意志には関係な

く、はたらき続けてくれる体のことを思うと、

感謝の心で一杯になります。 

 

（天王寺教会発行『生きることってすばらしい』

第 2集より抜粋） 

         

信徒総会のご報告 
1 月 19 日（日）の祭典後、信徒総会を開催。 

加藤晃氏が司会及び議長となって、8 名の出

席者で審議が進められました。案件は、次の 4

件で（ ）内は発表者。（敬称略） 

①令和 6年度活動報告（安井ゆかり） 

②同決算報告（池端晴美）及び 

監査報告（安井光信） 

③令和 7年度活動計画案（安井ゆかり） 

④同予算案（池端晴美） 

以上の順に審議され、原案通り、出席者全員の

賛成で可決しました。少子高齢化という中で、

信徒会員の減少傾向が強まっていますが、教会

の活動を支え、励まし合い、つながりを大切に

して信徒会活動を継続していきたい旨、意見が

交換されました。 

なお、信徒会役員の任期は 3年で、令和 6年 1 月

１日より令和 8年 12 月 31 日までとなります。 

 

～信徒会役員（敬称略）～ 

《信徒会役員》 

任期 3年 令和 6（2024）年 1月 1日～ 

令和 8（2026）年 12 月 31 日 

・相談役 髙田清、井形眞太郎 

・会 長 加藤晃 

・副会長 池端繁夫 

・書 記 安井ゆかり 

・会 計 池端晴美 

・会計監査 安井光信 

 

《信徒会第五教会連合会委員》 

任期 3年 令和 5（2023）年 1月 1日～ 

令和 7（2025）年 12 月 31 日 

・池端繁夫 ・安井光信 
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２月の予定 
日 曜 教会行事 教会長、その他 日 曜 教会行事 教会長、その他 

１ 土 
月頭祈願祭・14 時 
 

 
16 日 

月例霊神祭・14 時 
布教部宣教 

 

２ 日 
  

17 月  
 

３ 月 
 京町堀教会地鎮祭 

11 時 18 火 
  

４ 火 
  

19 水 
  

５ 水 
 布教部会 

13 時 30 分 20 木 
  

６ 木 
  

21 金 
 献血呼び掛け 

12 時半～16 時半 

７ 金 
  

22 土 
  

８ 土 
月例金光大神祭・14 時 
責任役員総代会 

 
23 日 

  

９ 日 
 古川家年祭 

10 時 30 分 
24 月 

道の子アイススケート

大会（13：30～） 
 

10 月 
  

25 火 
 民生高齢者部会 

10 時、市民会館 

11 火 
  

26 水 
 みのり編集会議 

10 時 40 分 

12 水 
  

27 木 
  

13 木 
  

28 金 
  

14 金 
  

  
  

15 土 
  

  
  

22 月月ののおお誕誕生生                        
井形千裕様、柴田禮子様、安井明妃様、池端祐介様、金山準子様、 
外薗悠良様、濵野善秀様、池端繁夫様、安井寛之様、石本光子様、 
菊田紀子様、越智秀夫様  みなさま おめでとうございます 
              

2 月のご霊神様  
植田寿美子刀自乃霊（1993・平成 5年 2月 3日）     古川雅俊乃霊（1942・昭和 17年 2月 4日） 

宮本イトミ姫乃霊（1957・昭和 32年 2月 12 日）    前島幹廣彦乃霊（2023・令和 5年 2月 13 日）

古川道信彦乃霊（1995・平成 7年 2月 15 日）   川島ミツ子大刀自乃霊（2021・令和 3年 2月 19 日）   

増満照子嫗乃霊（2023・令和 5年 2月 19 日）      川口美津起嫗乃霊（1976・昭和 51年 2月 23 日）

越智教子大刀自乃霊（2018・平成 30 年 2 月 27 日）     竹本カツ嫗乃霊（1948・昭和 23 年 2 月 28 日）  


